
可

卸

小

股

巻

三

越
。
右
の
相
聞
に
候
は

y
.
半
右
術
門
身
代
は
間
前
可
巾
候
旨
被
巾
候
。

h
T
右
衛
門
妹
婚
の
伎
は
、
此
出
入
に
て
平
兵
衛
禁
牢
故
、
妻
子
並

家
財
キ
右
衛
門
方
へ
引
開
削
持
運
候
陀
付
、
縁
者
の
儀
相
知
市
・候。

て
き
ぬ
か
づ
き
の
御
規
式

白

石

蕗

務
担
年
中
の
儀
式
並
供
物
ル
坊
に
も
、
往
古
以
来
の
故
貨
も
本
よ
り
有

之
候
。
叉
は
中
古
よ
り
の
都
北
ハ
も
有
之
候
。
正
親
町
院
御
自
鋒
に
て

被
遊
侠
御
冊
物
有
之
候
て
、
間
帯
法
皇
へ
御
偲
被
成
候
。
共
加
物
は

品
目
秘
抄
の
類
に
て
、
年
中
の
御
法
組
曲
噌
有
之
候
。

近
衛
太
閤
に
御
潟

本
有
之
儀
、
文
昭
院
級
へ
御
自
低
K
.
御
山
崎
可
被
成
た
ら
ば
可
有
御

惜
の
由
也
。
依
之
御
借
被
成
御
自
継
に
御
潟
被
成
候
。
新
井
筑
後
御

心
安
被
遊
侠
に
付
、
御
秘
本
を
も
翁
御
見
被
成
候
へ
共
、
右
御
潟
本

は
御
契
約
の
所
認
候

K
付
、
震
御
見
不
被
成
候
。
共
内
陀
正
月
御
規

式
の
内
に
、
き
ね
か
づ
き
と
巾
印
刷
有
之
候
。
筑
後
に
存
知
候
や
の
回
H

御
野
被
成
候
。
常
陀
申
書
む
か
づ
吉
の
事
と
存
知
候
旨
中
上
候
へ

ば
.
左
却
酬
に
て
は
無
之
候
。
此
同
川
迄
を
拝
見
可
仕
と
て
銭
御
見
被
成

候
陀
付
、
共
所
拝
見
仕
候

τ頗
感
泣
に
及
申
候
。
共
趣
は
服
仁
大
飢

の
後
、
籾
廷
の
装
徴
太
逃
し
く
、
正
月
供
御
も
郁
々
無
之
、
魚
類
と

て
は
鑑
錨
二
尾
土
採
に
出
品
、
叉
土
絡
を
殺
に
仕
候
て
供
し
巾
候
。
是

六

を
き
ぬ
か
づ
き
と
抑
制
し
中
候
。
か
税
陀
微
々
陀
閉
山
成
候
底
・
近
年
少

々
朝
砲
も
被
行
候
程
陀
能
成
候
。
仮
令
王
家
一
件
び
興
起
侠
共
・
此
き

ね
か
づ
き
は
必
供
し
可
申
憐

K
候
と
の
趣
を
御
紀
し
被
遊
候
e

減
に

不
地
感
旅
郁
也
。

一
、
毎
月
二
寸
八
日
受
披
の
由
来

向

上
徳
川
の
御
援
に
毎
月
廿
八
日
を
以
て

、
朔
笠
間
部

K
符
侯
畑
抑
制
H
之

儀
・
故
官
級
知
郡
也
。
期
間
加
賀
守
政
の
訟
と

τ申
似
侠
は
・
朔
日

は
自
主
表
し
撃
は
月
を
表
し
‘
廿
八
日

K
星
を
設
す
。
所
説
二
十
八

宿
陀
川
町
る
と
の
印
刷
.
1正
も
附
品
目
の
郁
也
。
京
阪
首
相
他
1

制
へ
の
仰
に
は
、

路
大
名
の
出
仕
.
仮
令
制
問
笠
は
か
ι
A

さ
る
t
A

と
も
、

H
八
日
之
出
仕

関
白
無
之
級
陀
と
‘御
鹿
児
被
仰
候
と
云
事
あ
り
。
共
説
省
事
な
り
。

参
河
に
被
成
御
座
候
時
分
、
幕
下
の
路
士
共
身
の
在
所
々
々
に
引
総

有
之
、
毎
月
朔
笠
並
廿
八
日
花
笠
披
仕
候
。
参
河
士
、
北
ハ頃
多
分
は

一
向
宗
に
て
、
親
鴛
上
人
の
忌
日
甘
八
日
ゆ
ゑ
必
御
披
下
の
靖
へ
参

荷
致
し
、
共
吹
乎

K
登
城
仕
候
故
、
制
問
笠
よ
り
は
活
到
多
有
之
候
。

依
之
毎
々
廿
八
日
に
は
、
早
朝
よ
り
御
上
下
被
怨
召
、
祁
士
主
仰
仙
川

被
成
候
へ
ば
.
如
案
各
笠
妓
仕
翰
し
巾
候
。
此
事
共
起
り
に
候
。

一
.
お
定
の
行
事

， 
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